
図１ Ａ農場の概要 

酪農部門     乳用牛   約３６０頭 

 １日３回搾乳、乳量約８，５００ｋｇ／日 

Ｆ１部門      Ｆ１生産頭数    約１７０頭／年            

 ２ヶ月齢で市場に出荷 

農場従事人員      １６名  

給与飼料      ＴＭＲ スーダン 市販配合飼料 等 

敷 料       オガクズを含む戻し堆肥 

飼養形態     フリーバーン方式 



   

図２ Ａ農場の見取り図 
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図３ ５条検査 

平成１７年度 ： １３８頭  

平成１９年度 ： ２３０頭  

平成２１年度 ： ３４７頭  

平成２３年度 ： ３２４頭  

・延べ１,０３９頭検査し、全頭陰性を確認 

過去４回、Ａ農場の清浄性が確認された  



図４ 導入牛検査 

平成２０年度 ： ３１頭 

平成２１年度 ： ９７頭  

平成２２年度 ： ６４頭  

平成２３年度 ： ６６頭  

平成２４年度 ： ９８頭  

平成２５年度 ： ４６頭 （ｒ-ＰＣＲ検査  ：３２頭）  
（エライザ検査：１４頭）  

計４０２頭検査し、全頭陰性を確認した 



図５ 堆肥化の推進 

Ａ農場の堆肥処理施設 



図６ 堆肥化の推進 

今年、新たに牛舎と堆肥舎が完成した 



図７ 牛床の管理 

消石灰を散布後、撹拌 

良好な牛床が保たれている 



図８ Ｆ１子牛の管理 

余剰ミルクを加温殺菌後に給与 

専用の牛舎で管理 

搾乳部門と別の従業員で管理 



図９ 導入牛舎 

乾乳牛舎（手前）に併設 

壁等での物理的な区分がない 


